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①それぞれの分母の
　最小公倍数で通分する。
②答えを約分できるときは、
　約分する。

小数に表せない
ときは、分数に
そろえるよ。

帯分数のまま計算する方法と、仮分数に
してから計算する方法があるね。
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小学館「みんなの教育技術」（https://kyoiku.sho.jp/）　イラスト／嵩瀬ひろし

分数のたし算・ひき算

①

④分数を小数にして計算します。 ⑤小数を分数にして計算します。

①

（　）には、仮分数を
書くよ。
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②帯分数のまま通分して計算します。 ③仮分数にしてから通分して計算します。
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2①～⑥の計算をします。□□に当てはまる分数を書きましょう。
　答えが約分できるときは、最後に約分します。

1①～⑤の計算をします。□□に当てはまる数を書きましょう。
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